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　戦後日本の安全保障・防衛政策の研究者の間ではつとに知られ

ていた「堂場文書」が今回、丸善㈱から DVD の形で出版の運び

となったことは、まことに喜ばしい。

　読売新聞社の記者として対日講和条約前後から防衛問題や日米

安全保障条約関係に長年取り組んできた堂場肇氏が取材活動を通

じて蒐集された一次資料はこの問題の史的研究のための第一級史

料として関係者の間でその価値について広く認識されていた。

　今から 20 年余前に、「戦後日本形成の基礎的研究」という名

の研究組織が文部省の科学研究費を得て 3～４年間ほど活動し

た。その活動の一部として当時の平和・安全保障研究所理事長

阪中友久氏と私とで、関係者とのインタビューや関連資料の収集

を行ったが、その際堂場家から譲り受けたのが、この「堂場文書」

である。ある時期まで、渡邉の勤務していた青山学院大学で保管

して居たが、その後、平和・安全保障研究所に移管され、今日に至っ

た。その間、一定の条件で研究者にも閲覧の機会があり、いくつ

かの研究論文で引用されて来た。

　また、刊行の試みも幾度かあったが、費用や利用の便などを勘

案して、このたび丸善㈱からこのような形で出版できたことは、

一次史料にもとづく、防衛・安保政策の研究の進展をさらに押し

進める上で意義あることとして、ここに至る迄の関係諸氏のご好

意とご尽力に対する感謝とともに、喜びを表する次第である。
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「GHQを出るマッカーサー」（毎日新聞社提供）

外交・防衛・安全保障政策に関する第一級史料の公開
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①　警察予備隊の創設及び拡張計画書 (1950 年７月 )　②　警察予備隊の創設

③　池田・ロバートソン会談議事要録（1953 年 10 月 8日 )　④　防衛力整備

DVD版

経済史・社会史の研究にも
有益な第一級史料

成城大学経済学部教授　浅井良夫

　堂場文書は、防衛問題への一貫した関心にそって蒐集され

た、非常にまとまりのよい史料群である。

　堂場文書が政治史、外交史研究の第一級の史料であること

は、この史料を用いた優れた研究がいくつも出ていることか

らも明らかである。この文書が、経済史や社会史の研究に用

いられた事例を私は知らないが、じつは、こうした分野にとっ

ても利用価値が高い。

　高度成長が始まる以前、経済復興を担う産業の有力候補の

一つが防衛産業であった。実際には、防衛産業は日本経済で

大きな比重を占めることはなく、高度成長が語られる際に顧

みられることは少ない。しかし、選択されなかった道を発掘

することも歴史研究の重要な使命であり、堂場文書はそのた

めの貴重な材料を提供してくれる。また、高度成長期および

それ以降の財政問題は、防衛力整備計画を抜きに論じること

はできない。堂場文書には、財政問題の研究者が利用可能な

史料が驚くほどよく揃っている。

　社会史は近年さかんになって来た歴史分野であるが、しば

しば社会史研究のテーマとして自衛隊が取り上げられている

のを目にする。堂場文書には、社会史研究者が関心を持ちそ

うな史料が多く含まれており、社会史研究者にも大いに役立

つだろう。

　私は、1990 年代初めに、渡邉昭夫先生（当時：東京大学教授）

が組織された「戦後日本形成の基礎的研究」という大プロジェ

クトの末席に、占領期経済史研究者の一人として加えて頂い

たことがある。今回、堂場文書の譲受がそのプロジェクトの

活動の一環であったことを知った。当時私は防衛問題には関

心が薄かったが、その後 50 年代に研究を進めるに連れて、

戦後経済史の重要なテーマだと認識するようになった。堂場

文書の復刻を心から喜ぶとともに、今後、幅広い分野の研究

者に活用されることを期待する次第である。
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設を要請するマッカーサーから吉田への書簡（1950 年 7月 8日）

整備計画について（1955 年 8月 30 日重光外相渡米の際、携行）

戦後防衛史を俯瞰するために
格好の史料群

京都大学大学院法学研究科教授　中西　寛

　このたび、昭和戦後期の読売新聞の防衛担当記者として活

躍した堂場肇氏が収集した「堂場肇文書」が専門家によって

整理され、DVD の形で出版される運びとなった。戦後日本の

外交、防衛、安全保障政策に関する重要史料が広く利用可能

となり、まことに喜ばしい。

　研究者の間では、堂場文書の価値は広く認知されている。

もちろん、そこに収められた史料の一部は、今日、公式の文

書館や刊行史料でも見ることができる。たとえばサンフラン

シスコ講和条約期の外交文書をまとめた「平和条約に関する

調書」は堂場文書を通じて研究者に広く利用されたことが一

つのきっかけとなり、現在では『日本外交文書』や「日本外

交史料デジタルアーカイブ」で利用できるようになっている。

　しかし今回の DVD 化によって堂場文書の全体像が広く知ら

れ、かつ利用可能になることによって、本文書の価値は再認

識されることになるであろう。本文書の価値は、堂場氏が記

者人生をかけて集めた、占領期から一九八〇年代初頭までの

約四十年間にわたる日本の防衛問題に関連する広汎な史料の

集積である点である。先の講和条約期についても、同時期の

アメリカ国家安全保障会議 (NSC) 文書や米軍関係の資料、吉

田茂首相関連の文書、堂場氏による関係者インタビュー記録

などが収められている。これら複数の史料群を比較参照でき

ることは本文書の大きな特徴であり、研究者にとって極めて

有用性が高い。

　本文書の更なる特徴は、まだ研究が不足している一九五〇

年代中期から八〇年代にかけての日本の防衛、安全保障政策

に関する史料が豊富に含まれている点である。四次にわたる

防衛力整備計画の検討資料はもちろん、装備購入やシビリア

ン・コントロール、三矢研究やシーレーン防衛、日米防衛協

議などに関する史料も含まれている。今回の堂場文書の公刊

が戦後防衛史の本格的研究の契機となることを期待したい。
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